
奥
地
保
安
林
保
全
緊
急
対
策
（
新
規
事
業
） 

森
町
林
業
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

平
成
一
八
年
度
実
績 

中
山
間
地
域
林
業
整
備
事
業 

森

の

力

再

生

事

業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２２ ００ ００ ７７ 年年

夏夏  号号  ｖｖｏｏｌｌ．．２２  
発発行行日日  １１９９．．７７．．１１  三木の森

も

林
り

だより

違法伐採について 

前号でもお知らせしましたが、再度お知らせします。 

山の立木を伐採する時には、あらかじめ伐採届けを提

出して許可が下りてから木を切ります。 

伐採許可書がないと、搬入先の木材市場で受入拒否に

なることが、今後、考えられます。 

今一度、御自分の立木を伐採する時には、必ず伐採届

の提出をお願いします。 

不明な点につきましては、森林所有者様に替り当森林

組合が申請できますので、まずは御連絡下さい。 

当
組
合
で
は
、
平
成
４
年
か
ら
水

源
流
域
地
域
保
全
事
業
で
、
森
町
三

倉
地
内
の
保
安
林
を
年
間
約
百
㌶

の
森
林
で
本
数
調
整
伐
を
実
施
し

て
き
ま
し
た
。 

し
か
し
な
が
ら
、
平
成
十
五
年
に

は
終
了
し
て
し
ま
い
、
平
成
十
六
・

十
七
・
十
八
年
に
は
僅
か
な
が
ら
約

二
十
㌶
の
山
林
で
の
間
伐
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。 

そ
の
様
な
中
、
平
成
十
九
年
度
か

ら
森
町
三
倉
地
区
の
保
安
林
で
静

岡
県
が
事
業
主
体
と
な
る
『
奥
地
保

安
林
保
全
緊
急
対
策
事
業
』
が
始
ま

り
ま
し
た
。 

奥
地
水
源
地
域
等
の
荒
廃
地
や

荒
廃
森
林
（
間
伐
等
が
遅
れ
て
い
る

山
林
）
に
お
い
て
、
流
域
全
体
に
わ

た
る
水
源
涵
養
機
能
や
土
砂
流
出 

防
止
機
能
等
の
高
度
発
揮
の
た
め
、

森
林
整
備
を
一
体
的
に
実
施
す
る

事
業
で
す
。 

事
業
内
容
は
、
従
来
ど
お
り
の
本

数
調
整
伐
（
間
伐
）
や
間
伐
し
た
木

を
使
っ
た
丸
太
の
簡
易
土
止
め
と

い
っ
た
作
業
内
容
で
す
。 

気
に
な
る
費
用
で
す
が
、
国
と
静

岡
県
が
事
業
費
を
負
担
す
る
た
め
、

森
林
所
有
者
様
は
負
担
金
は
あ
り

ま
せ
ん
。 

当
森
林
組
合
と
し
て
も
積
極
的

に
こ
の
事
業
に
取
り
組
ん
で
行
き

た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
皆
様
の
御

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

詳
し
い
内
容
・
ご
質
問
が
ご
ざ
い

ま
し
た
ら
、
当
森
林
組
合
ま
で
御
連

絡
下
さ
い
。 

担
当 

鈴
木
清
之

 

去
る
六
月
二
七
日
に
第
二
回
説
明

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
説
明
会
で
は
実

際
に
使
用
す
る
測
量
機
器
や
使
用
す

る
杭
（
民
地
境
に
は
、
黄
色
杭
、
官
民

境
に
は
赤
色
杭
を
埋
設
）
を
用
い
て
行

い
ま
し
た
。 

 

今
後
の
流
れ
と
し
て
は
、
七
月
中
旬

よ
り
現
況
調
査
及
び
所
有
者
境
の
調

査
を
森
林
所
有
者
様
、
あ
る
い
は
山
の

精
通
者
様
と
の
立
会
い
の
も
と
、
行

っ
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

そ
の
後
、
森
林
組
合
職
員
等
で
山
林

測
量
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。 

協
会
確
認
及
び
現
地
立
会
い
を
円

滑
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
該
当

地
区
の
山
林
所
有
者
様
に
は
、
御
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

ま
た
、
ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た

ら
森
林
組
合
ま
で
、
御
連
絡
下
さ
い
。

 
 

 
 

 
 

 

担
当 

鈴
木
清
之 

昨
年
の
森
町
林
業
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

通
称
『
森
プ
ロ
』
の
実
績
は
、
森
林
所
有

者
二
名
を
取
り
ま
と
め
て
行
う
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。 

気
に
な
る
森
林
所
有
者
様
へ
の
ご
返
却

金
額
は
、
約
二
十
万
円
と
な
り
ま
し
た
。 

事
業
内
容
は
、
収
入
間
伐
を
約
七
．
八

㌶
行
い
、
幅
員
（
作
業
路
幅
）
約
二
．
四

ｍ
の
作
業
道
を
一
〇
四
六
ｍ
つ
け
て
、
木

材
を
四
二
四
㎥
搬
出
し
ま
し
た
。 

昨
年
度
と
同
様
に
伐
採
及
び
造
材
は
、

当
森
林
組
合
で
行
い
、
作
業
路
開
設
及
び

木
材
搬
出
は
民
間
林
業
事
業
体
に
委
託
し

ま
し
た
。 

「
材
木
価
格
が
安
い
」
と
言
っ
て
も
何
も

始
ま
り
ま
せ
ん
。 

安
い
け
ど
皆
で
知
恵
を
出
し
合
え
ば
、

こ
の
三
木
の
森
林
も
良
く
な
り
、
森
林
所

有
者
様
に
も
間
伐
で
収
入
が
望
め
た
り

と
、
一
石
二
兆
だ
と
思
い
ま
す
。 

ま
た
、
昨
年
度
実
施
し
た
森
プ
ロ
の
現

地
見
学
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
是
非
ご

参
加
下
さ
い
ま
す
様
、
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。 

 
 

担
当 

鈴
木
清
之
・
啓
史 

 

林
業
機
械
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、

少
な
い
作
業
員
で
効
率
よ
く
間
伐
材
の
搬

出
を
行
い
、
森
町
林
業
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
推
進
、
林
業
経
営
の
合
理
化
・
木
材

搬
出
シ
ス
テ
ム
の
効
率
化
を
図
る
た
め
、

今
年
度
、
当
森
林
組
合
で
は
、
二
台
の
林

業
機
械
を
導
入
し
ま
す
。 

一
台
目
は
、
写
真
の
オ
レ
ン
ジ
色
の
機

械
で
す
。
作
業
道
の
開
設
及
び
積
込
作
業

の
た
め
に
グ
ラ
ッ
プ
ル
付
バ
ッ
ク
ホ
ウ
。

二
台
目
は
、
写
真
の
白
色
の
機
械
で
グ

ラ
ッ
プ
ル
付
バ
ッ
ク
ホ
ウ
で
積
込
ん
だ
木

材
を
開
設
し
た
作
業
道
を
使
い
山
場
ま
で

搬
出
す
る
フ
ォ
ワ
ー
ダ
で
す
。 

こ
の
二
台
を
組
み
合
わ
せ
て
、
間
伐
材

を
搬
出
し
て
有
効
利
用
し
て
い
き
ま
す
。

 
 

森町三倉地区の最北端。榛原郡川根

町堺に、一年中、かれることなく、き

れいな山水が湧き出ています。 

湧き出ている箇所は県道藤枝天竜線

沿いで、周りは、スギ・ヒノキの人工

林です。 

ぜひ一度、行かれてみてはいかがで

しょうか？ 

 

 

 

 

 

 

 

先日には、御前崎市からご夫婦で約

２時間かけて、この山水を汲みに来て

いました。 

また、この場所一帯は水源涵養保安

林ですので、火気の取扱には十分注意

してください。 

また、山水である事をお忘れなく！ 

三木の森林『ええとこ』 

森 町 森 林 組 合  

山
村
境
界
保
全
事
業 

 

昨
年
度
は
約
十
八
㌶
の
荒
廃
森
林
を
こ
の
森

の
力
再
生
事
業
で
、
森
の
力
回
復
に
貢
献
し
ま

し
た
。
当
組
合
は
今
年
度
も
森
の
力
回
復
を
目

指
し
て
三
十
～
四
十
㌶
程
度
実
施
す
る
予
定
で

す
。 対

象
森
林
で
す
が
、
経
済
活
動
に
よ
る
森
林

整
備
が
困
難
な
森
林
・
公
益
性
の
高
い
森
林
・

森
林
整
備
に
緊
急
性
の
あ
る
森
林
で
す
。 

 

事
業
を
進
め
る
に
当
っ
て
は
、
土
地
所
有

者
・
整
備
者
・
静
岡
県
が
協
定
を
結
び
整
備
を

進
め
整
備
後
の
適
正
な
管
理
を
し
ま
す
。 

 

事
業
内
容
に
つ
い
て
、
ご
質
問
等
が
あ
り
ま

し
た
ら
ご
相
談
下
さ
い
。 

担
当 

鈴
木
孝
義 



す ぎ 
長さ

（ｍ）

末口径 

（ｃｍ） 
中 値 

１本当り 

単 価 
摘 要 

３．０
１６～１８ １１，０００ ９５７ 柱目４寸 

２０～ １１，０００ １，４５２ 中目 

４．０

１４ １０，５００ ８１９ 桁目３．５寸 

１６～１８ １０，５００ １，２１８ 桁目４寸 

２０～２２ １３，５００ ２，３７６ 中目 

６．０
１６～１８ １３，０００ ２，５２２ 通し柱 

２０～２２ １４，０００ ４，０６０ 通し柱 

ひ の き 
長さ 

（ｍ） 

末口径 

（ｃｍ） 
中 値 

１本当り 

単 価 
摘 要 

３．０ 
１６～１８ ２３，０００ ２，００１ 柱目４寸 

２０～２２ ２０，０００ ２，６４０ 中目 

４．０ 

１４ １６，０００ １，２４８ 桁目３．５寸 

１６～１８ ２３，０００ ２，６６８ 桁目４寸 

２０～２２ ２４，０００ ４，２２４ 中目 

６．０ 
１６～１８ ３３，０００ ６，４０２ 通し柱 

２０～２２ ２８，０００ ８，１２０ 通し柱 

購 買 情 報 

林
道
『
白
山
線
』
開
通
予
定 

林
業
関
係
補
助
事
業
に
つ
い
て 
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鉄鉄鉄
かかか
ららら
木木木
へへへ   

組組組   

合合合   

事事事   

務務務   

所所所   

変変変   

身身身   

！！！ 

思
い
つ
き
で
、
事
務
所
受
付
カ
ウ
ン
タ
ー
を
鉄
製
品
か
ら
木

製
カ
ウ
ン
タ
ー
に
し
ま
し
た
。 

材
料
は
全
て
森
町
産
で
、
森
町
内
の
製
材
屋
に
お
願
い
し
て

丸
太
を
板
や
角
材
に
挽
い
て
頂
き
ま
し
た
。 

組
立
作
業
は
当
職
員
に
よ
る
も
の
で
す
。（
あ
て
が
い
大
工
）

木
に
携
わ
る
我
々
に
は
、
鉄
よ
り
木
の
ほ
う
が
気
持
ち
よ

く
、
訪
れ
た
お
客
様
か
ら
「
森
林
組
合
ら
し
い
」
と
評
判
で
す
。

お
近
く
に
お
越
し
の
際
は
、
ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
下
さ
い
。 

～ 皆皆様様へへののおお知知ららせせ ～ 

三木の森
も

林
り

だより
２００７ 

夏 号 

Ｈ１９． ７． ３ 現在 

森 町 森 林 組 合 

✎ 

編
集
後
記 
✐ 

い
か
が
で
し
た
か
「
三
木
の
森
林
だ
よ
り 

夏
号 

」
は
？ 

創
刊
号
発
行
後
に
は
、
組
合
員
様
よ
り
「
森
林
組
合
が
よ
み

が
え
っ
た
気
が
す
る
」「
次
回
も
が
ん
ば
っ
て
発
行
し
て
下
さ

い
」
と
い
っ
た
内
容
が
寄
せ
ら
れ
、
大
変
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

今
後
も
、
皆
様
の
期
待
に
沿
え
る
よ
う
頑
張
っ
て
発
行
し
て

い
き
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

ま
た
、
更
な
る
ご
指
導
を
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 

Ｋ
・
Ｓ 

日
本
列
島
に
大
き
な
影
響
を

与
え
る
台
風
の
時
期
が
近
づ
き

ま
し
た
。 

 

大
洪
水
や
土
砂
災
害
・
家
屋

や
森
林
へ
の
悪
影
響
な
ど
が
心

配
さ
れ
ま
す
。 

『
備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
』
の

と
お
り
普
段
か
ら
の
対
策
と
心

構
え
が
大
切
だ
と
考
え
ま
す
。 

 

ま
た
、
山
地
災
害
が
起
こ
る

場
合
に
は
、
次
の
様
な
８
つ
の

危
険
信
号
に
注
意
し
て
下
さ
い 

①
井
戸
が
濁
っ
た
。 

②
水
位
が
下
が
っ
た
。 

③
地
鳴
り
が
す
る
。 

④
川
が
濁
っ
た 

⑤
石
が
落
ち
て
き
た 

⑥
湧
き
水
が
止
ま
っ
た
。 

⑦
湧
き
水
が
増
え
た
。 

⑧
亀
裂
が
走
っ
た
。 

 

山
地
災
害
を
未
然
に
防
ぐ
た

め
、
普
段
か
ら
家
族
や
地
域
ぐ

る
み
で
十
分
話
し
合
い
ま
し
ょ

う
。 

 
 

 
 

 
 

 

今
年
も
暑
さ
が
厳
し
い
よ
う
で
す
が
、
下
刈
の
季
節

が
や
っ
て
き
ま
し
た
。 

 

昨
年
ま
で
は
、
補
助
対
象
林
齢
が
五
年
生
ま
で
で
し

た
が
、
本
年
度
よ
り
五
年
延
長
さ
れ
十
年
生
ま
で
補
助

対
象
と
な
り
ま
し
た
。 

下
草
が
著
し
く
繁
茂
し
て
い
る
場
合
有
効
で
す
。 

 

ご
希
望
の
方
は
、
お
早
め
に
森
林
組
合
ま
で
御
連
絡

下
さ
い
。 

締
切
日 

平
成
十
九
年
七
月
二
十
日 

 

担
当 

鈴
木
啓
史

 
ま
た
、
森
町
で
は
十
一
年
生
～
三
五
年
生
ま
で
の
間

伐
と
三
五
年
生
～
五
十
年
生
ま
で
の
二
種
類
の
間
伐
補

助
制
度
が
あ
り
ま
す
。
申
請
内
容
に
特
徴
が
あ
り
ま
す

の
で
、
ま
ず
は
ご
相
談
下
さ
い
。 

 

若
齢
林
の
保
育
こ
そ
大
切
で
す
。
将
来
、
お
子
様
・

お
孫
様
と
一
緒
に
山
を
歩
け
る
よ
う
、
森
林
の
整
備
を

進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

 

担
当 

鈴
木
啓
史
・
岡
本
匡
平

訪れた御客様への最新林業

情報の提供をはじめ、各種広

報誌や林業情報誌を陳列した

森町産ヒノキを使用した陳列

棚。→ 

←組合入り口正面の

カウンターテーブル 

天板は約１００年

のヒノキ板。羽目板

はスギ材を使用。 

全て森林組合らし

く無垢材です。 

の
森
林
整
備
も
同
時
に
進

め
て
行
き
た
い
と
思
い
ま

す
の
で
、
ご
協
力
下
さ
い
。

 

ま
た
、
白
山
線
付
近
に

山
林
を
所
有
し
て
い
る
方

に
は
、
各
種
林
業
関
係
補

助
事
業
を
使
い
、
少
し
で

も
ご
負
担
が
軽
減
す
る
よ

う
な
事
業
で
森
林
整
備
を

行
っ
て
行
き
た
い
と
思
い

ま
す
の
で
、
当
森
林
組
合

ま
で
御
連
絡
・
ご
相
談
下

さ
い
。 

担
当 

鈴
木
啓
史

 

森
町
役
場
産
業
課
が
平
成
十
三
年
度
か
ら
進
め
て
い

ま
す
、
林
道
白
山
線
が
平
成
二
十
年
三
月
完
成
し
ま
す
。

 

当
森
林
組
合
と
し
て
も
白
山
線
開
通
後
に
は
、
周
辺

この森林香は普通の線香と比較して、厚みが

あり、煙の量が多く出るので、広い野外での森

林作業や農作業に最適です。 

広い野外での虫除けに最適！ 

￥１，０５０（税込み） 

富士錦 森林香 

１箱 ３０巻入 

 

ご
家
庭
用
の
香
取
線
香
と
し
て

ご
使
用
下
さ
っ
て
も
、
よ
く
効
き

ま
す
。  
 
 
 
 
 
 
 

（談
）大
石


